
東洋ガラスが考えるスマート⼯場

東洋ガラスは、労働⼒不⾜や⽣産効率の向上、そして脱炭素社
会の実現といった課題に対応するため、「少ないエネルギーと
その時代の労働⼈⼝に合わせた⼈員体制により、ガラスびんを
⾼効率で⽣産できる⼯場」を⽬指し、2020年からスマート⼯場
プロジェクトを開始しました。


